
トルエン

173,177ﾄﾝ

28%

キシレン

65,769ﾄﾝ 11%

ノルマル-ヘキサン

44,143ﾄﾝ 7%

1,2,4-トリメチルベンゼン

40,994ﾄﾝ 7%

硫酸（三酸化硫黄を含む。）

31,331ﾄﾝ 5%

その他

253,331ﾄﾝ

42%

順位 物質 取扱量

1 トルエン 173,177

2 キシレン 65,769

3 ノルマル-ヘキサン 44,143

4 1,2,4-トリメチルベンゼン 40,994

5 硫酸（三酸化硫黄を含む。） 31,331

特定化学物質の取扱量の集計結果について（条例）【概要】
－埼玉県内の令和２年度取扱量データの概要－

埼玉県内の対象事業者から報告された令和２年度の特定化学物質の取扱量について、埼

玉県生活環境保全条例（さいたま市においては、さいたま市生活環境の保全に関する条

例）に基づき集計しました。概要は以下のとおりです。

1 概要

⑴ 取扱量及び報告事業所数

① 令和2年度の取扱量※1は608,746トンでした。令和元年度と比較して８.2％減少

しました。

② 令和2年度の報告事業所数※2は1,468件でした。令和元年度と比較して10件減少

しました。
※1 取扱量：事業所で取り扱った特定化学物質の量。使用量、製造量。取り扱う量の合計。

（取扱量の数値は四捨五入をしているため、その内訳の合計と一致しません。）
※2 報告事業所数：特定化学物質取扱量報告書を提出した事業所の数。

⑵ 物質別の取扱量

埼玉県の取扱量上位5物質は表2、埼玉県の取扱量上位5物質とその構成比は図1の

とおりです。溶剤・燃料などに用いられるトルエン、キシレン、ノルマル-ヘキサン、

1,2,4-トリメチルベンゼンが全取扱量の53%を占めています。

※3 使用量：事業所で事業活動に伴い使用した量。
※4 製造量：事業所で製造した量（副生成物も含む）。
※5 取り扱う量：事業者自らは使用せず、卸売り・小売り等をするために、事業所において貯蔵所や容器に

移し替えた量。

表1 埼玉県の取扱量及び報告事業所数 （単位：トン）

図1 埼玉県の取扱量上位5物質とその構成比

取扱量
608,746ﾄﾝ

表2 埼玉県の取扱量上位5物質

（単位：トン）

報告事業所数※２ 取扱量※1
取扱量の内訳

使用量※3 製造量※4 取り扱う量※5

Ｒ２ 1,468 608,746 257,351 16,524 334,823

（R１） 1,478 662,946 279,742 18,130 364,564

増減率 -0.68% -8.2% -8.0% -8.9% -8.2%



燃料小売業

285,077ﾄﾝ

47%

化学工業

195,717ﾄﾝ 32%

電気機械器具製造業

45,736ﾄﾝ 7%

プラスチック製品製造業

22,093ﾄﾝ 4%

非鉄金属製造業

13,843ﾄﾝ 2%

その他

46,281ﾄﾝ ８%
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順位 業種 取扱量

1 燃料小売業 285,077

2 化学工業 195,717

3 電気機械器具製造業 45,736

4 プラスチック製品製造業 22,093

5 非鉄金属製造業 13,843

図2 埼玉県の取扱量上位5業種とその構成比

※ 届出排出量：化学物質管理促進法に基づき届出された化学物質の環境中への排出量。届出排出量の数値は、
環境省及び経済産業省が令和4年3月に公表したデータを用いています。

2 取扱量と届出排出量の推移

埼玉県の取扱量と届出排出量※の推移は図3のとおりです。

平成14年(2002年)度から令和2年(2020年)年度の間で、取扱量は17％減少してお

り、届出排出量は73％減少しています。

なお、平成22年度は、対象物質の見直しや対象業種の追加（医療業）があったため、

取扱量及び排出量が増加しています。

図３ 埼玉県の取扱量と届出排出量の推移

表3 埼玉県の取扱量上位５業種

（単位：トン）

取扱量
608,746ﾄﾝ

取扱量

⑶ 業種別の取扱量

埼玉県の取扱量上位5業種は表３、埼玉県の取扱量上位5業種とその構成比は図2の

とおりです。上位５業種で全取扱量の92%を占め、特に燃料小売業と化学工業は他

業種と比較して取扱量が多く、全取扱量の79%を占めました。


